


















ている （世古２００９）。 右田 （１９９３：９） は、 地域
福祉の推進のために「新たな公共－“課題におけ




















































































































































































物理的な面の工夫 （行政） 会場の机を楕円形に配置しました。 会議で細長楕円形の目線でもの
を言うと喧嘩目線にはなりませんから…。




役割分担 （親） たとえば、 強く出たほうがいい時は強い部隊を出すし、 引くべきとこ
ろは引くというように作戦を練るとか。








市政への提言 （議員） 戦略を練ってたんです。 市長との本音トークを「親の会」 の名前で
申し込んで…「障がい児療育・教育研究会」 の席に市長が座ると…。
（親）「親の会」 でアンケートを取り市長にもっていきました。




















実情を理解する場 （行政） 研究会は互いの実情を分かり合える場でした。ｉ（親） 研究会に参加する前には、“やってます” という相手の言葉に否定の言
葉ばかり考えていていましたが、 今はやろうとしていることが完壁でないけ
れど、 その思いは理解するように変わりました。























同志という感情 （教育委員会） なんか、「同志」 という気がするんですね。
（親） 行政は苦情を言われているような、こっちは苦情を言っている感じだっ












































































































































































′ ｒＬ ，獅勧よる靭唖］公私協働に 活動の展開
′′－．１・ー‐．１・１．・１．・１．・１．・ー．・１．－・１１
、－・


















































































































































































































































































































フイ ー ドバ ック して いる。
文 献
平野隆之（２００８）『地域福祉推進の理論と方法』
有斐閣、６２。
柏木昭．佐々木敏明 （２０１０）『ソーシャルワーク
協働の思想』 へるす出版、６３‐６４。
これからの地域福祉のあり方に関する研究会
（２００８）『これからの地域福祉のあり方に関する
研究会報告書』厚生労働省。
松下啓一（２００９）『市民協働の考え方・つくり方』
萌書房。
宮本真巳（２００１）「臨床社会学の体験と方法」、野
口裕二．大村英昭『臨床社会学の実践』有斐閣
選書、３３－３４。
宮田広善（２００１）『子育てを支える療育』ぶどう社、
１８１。
日本発達障害福祉連盟『発達障害白書（２０１２年版）』
日本文化科学社。
野沢和弘（２００７）『条例のある街』ぶどう社。
佐藤郁哉 （２００２）『フィールドワークの技法』 新
曜社。
佐藤郁哉（２００９）『質的データ分析法』 新曜社、
９１‐１０８。
佐藤郁哉（２０１０）『ＱＤＡソフトを活用する－実践
質的データ分析入門』 新曜社。
佐藤 徹（２００５）『市民会議と地域創造』 ぎょう
せい、 資料編。
世古一穂編（２００９）『参加と協働のデザイン』 学
芸出版社、４５。
右田紀久恵（１９９３）「分権化時代と地域福祉」右
田紀久恵編『自治型地域福祉の展開』法律文化
社、９。
右田紀久恵（２００５）『自治型地域福祉の理論』ミ
ネルヴァ書房、１３。
リー ヨンヒ ０＝崎医療福祉大学医療福祉学部
医療福祉学科）
